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定例会の主な内容

　
平
成
29
年
第
６
回
臨
時
会
が
10
月
3
日
に
、
第
７
回
定
例
会

が
12
月
1
日
よ
り
12
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
６
回
臨
時
会
で
は
、
１
件
の
報
告
が
あ
り
、
１
件
の
議
案

が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
第
７
回
定
例
会
で
は
、
発
議

１
件
、
議
案
11
件
、
同
意
1
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
補
正
予
算

に
対
し
修
正
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
発
議
・
議
案
・
同
意
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
14
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

平成29年
第６回 臨時会

（10月3日）
第７回 定例会

（12月1日〜12日）

社会福祉協議会が入っている商工会館

補正予算を修正可決

歳 入 の 主 な 内 容

歳 出 の 主 な 内 容
●�ペタリングジャヤ市姉妹都市提携歓迎レセプション等費用
� 53 万 3000 円
●�ふるさと納税寄附謝礼（返礼品）� 3040 万円
●�ふるさと納税手数料（仲介手数料）� 1140 万円
●�国民健康保険特別会計操出金（国民健康保険特別会計の財源不足によ
る一般会計からの繰り出し）� 5000 万円

●�こども医療費（0歳～中学生の医療費の一部を支給する子ども医療費支給
事業の財源不足が見込まれる）� 738 万 3000 円
●�農業人材力強化総合支援事業（新規就農者の所得を支援）
� 112 万 5000 円
●�上富平地林整備業務委託料（上富の平地林 1万 4000㎡を再生・整備す
るための県補助金による事業）� 363 万 5000 円
●�財政調整基金積立金（余剰金の一部を財政調整基金として積み立てる）
� 5 億 475 万 3000 円
●�ふるさと納税寄附積立金（ふるさと納税寄附金をまちづくり寄附基金
に積み立てる）� 8655 万 1000 円

●�農業人材力強化総合支援事業補助金（新規就農者を支援する県からの
補助金）� 112 万 5000 円
●�里山・平地林再生事業補助金（里山・平地林を再生することを目的とした県の
「彩の国みどりの基金」からの補助金）� 363万5000円
●�ふるさと納税寄附金（ふるさと納税寄附金の増額が見込まれる）
� 7600 万円
●�前年度繰越金（前年度の剰余金）� 6 億 3354 万 7000 円
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議案第 58 号
平成 29 年度三芳町一般会計補正予算（第 7 号）

修正可決
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ７億２６９６万２０００円を追加し、歳
入歳出予算の総額をそれぞれ１３２億３５０８万４０００円とする補正予
算原案に対し、歳入歳出それぞれ２２０万６０００円を減額する修正案が
賛成多数で可決され、歳入歳出予算の総額１３２億３２８７万８０００円
となりました。

修正の内容
　社会福祉協議会補助金（社会福祉協議会移転の関連費用）の
２２０万６０００円を削除しました。この補助金は、現在の社会福祉協議
会が入居している商工会館の建物が耐震上に問題があるとして、役場庁舎
内に移転させるため計上されたものです。

修正の理由
　商工会と協議がされていない、ボランティアに説明が行われていない、
耐震補強の必要性は必ずしも緊急を要するものではないなど、再度協議が
必要なため。
　また、庁舎内に移ることによるセキュリティ対策の問題、相談者のプラ
イバシー保護の問題などに対しても指摘、質疑がありました。

公明党
　商工会館が耐震診断で要補強の結果であった事を考慮し、１階に賃貸し
ている社会福祉協議会を役場庁舎内に移転させることは理解できる。
　また、庁舎への移転で福祉課と社会福祉協議会の連携がしやすくなり、
相談窓口のワンストップ化が実現すれば福祉充実に繋がるので賛成する。

賛
成

補正予算を修正可決

原案に対する
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定例会の主な内容

平
成
30
年
度
よ
り

国
保
値
上
げ

議
案
第
52
号

三
芳
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

安
定
運
営
と
広
域
化
に
伴
う
税

率
改
正
を
行
う
も
の
。

　
改
正
に
よ
り
被
保
険
者
ひ
と

り
あ
た
り
約
１
万
１
０
０
０
円

の
増
額
と
な
り
、
全
体
で
は
約

１
億
１
０
０
０
万
円
の
税
収
増

を
見
込
む
。
平
成
30
年
４
月
１

日
よ
り
施
行
。

問

均
等
割
額
が
増
額
さ
れ
る

と
所
得
の
少
な
い
方
も
負
担
増

と
な
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

答

加
入
者
は
１
人
・
２
人
の

世
帯
で
８
割
を
占
め
、
ま
た
所

得
も
０
〜
２
０
０
万
円
の
世
帯

が
８
割
と
な
っ
て
い
る
。
均
等

割
額
も
所
得
に
応
じ
て
７
割
・

５
割
・
２
割
軽
減
さ
れ
る
。

問

増
収
は
１
億
１
０
０
０
万

円
と
説
明
が
あ
っ
た
が
ど
う

か
。答

あ
く
ま
で
も
被
保
険
者
数

が
減
ら
な
い
と
仮
定
し
た
場
合

で
、
実
際
は
見
込
よ
り
半
減
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

問

三
芳
町
は
国
民
健
康
保
険

の
広
域
化
も
あ
り
均
等
割
額
を

増
額
し
た
。
県
内
他
自
治
体
で

同
様
の
市
町
村
は
あ
る
か
。

答

県
の
情
報
で
は
、
保
険
税

率
の
み
の
変
更
は
９
市
町
村
あ

り
、
４
方
式
か
ら
２
方
式
へ
の

変
更
に
よ
る
増
税
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。

議
案
第
53
号

三
芳
町
こ
ど
も
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
に
つ

い
て
条
文
の
文
言
を
改
正
す
る

も
の
。

第
３
条
第
２
項
第
３
号

　
『
対
象
乳
幼
児
』

　
　
　
⇐

　
「
対
象
こ
ど
も
」

第
４
条

　
付
加
給
付
金
に
つ
い
て
は
削

除
す
る
。

議
案
第
54
号

三
芳
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
医
療
費
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
所
得
税
法
の
一
部
改
正
等
に

よ
り
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の

で
、
平
成
30
年
１
月
１
日
施
行

の
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別

控
除
の
改
正
に
よ
り
配
偶
者
の

定
義
が
変
わ
る
た
め
、
文
言
の

改
正
や
見
直
し
、
ま
た
支
払
い

方
法
を
明
確
化
す
る
も
の
。

第
４
条

　
『
控
除
対
象
配
偶
者
』

　
　
　
⇐

　
「
同
一
生
計
配
偶
者
」

　
※
内
容
は
変
わ
ら
な
い

議
案
第
55
号

三
芳
町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

　
開
発
行
為
に
よ
り
作
ら
れ
た

道
路
や
私
道
の
採
納
手
続
き
が

完
了
し
た
道
路
な
ど
全
５
路
線

を
町
道
と
し
て
認
定
す
る
も

の
。

議
案
第
56
号
及
び
第
57
号

富
士
見
市
の
公
の
施
設
を

三
芳
町
の
住
民
の
利
用
に

供
す
る
こ
と
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て
（
下
水
道
分
）

（
水
道
分
）

　
藤
久
保
第
２
区
内
の
富
士
見

市
と
隣
接
す
る
民
間
開
発
に
よ

る
１
２
５
所
帯
が
入
る
集
合
住

宅
の
計
画
に
お
い
て
、
三
芳
町

の
上
下
水
道
施
設
が
使
え
な
い

こ
と
に
よ
り
、
富
士
見
市
に
依

頼
す
る
こ
と
と
し
協
議
を
行
っ

て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
富
士
見
市
よ
り

利
用
承
諾
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

日本共産党
　国民健康保険税は平成 28 年度値上げを
したばかり、平成 30 年度の値上げで町民

への負担額は 1 億 1000 万円。所得 300 万未満の世帯が
90% を占める現状の中、値上げとなると支払困難者増が予
想される。生活困窮者・子どもの貧困が問題となっている中、
国保税の値上げは認められない。

条

例

等
現　行 改正後 影響額

 医療分
　（０〜 74 歳）

所得割率 7.0% 7.0％
均等割額 24,000 円 33,000 円 約 6,000 万円

課税限度額 500,000 円 540,000 円 約 800 万円

 後期高齢者
  支援分
　（０〜 74 歳）

所得割率 1.8％ 2.4％ 約 3,100 万円
均等割額 9,000 円 9,000 円

課税限度額 140,000 円 190,000 円 約 813 万円

 介護分
　（40 〜 64 歳）

所得割率 1.5％ 1.5％
均等割額 11,000 円 11,000 円

課税限度額 120,000 円 160,000 円 約 331 万円
 合計課税限度額 760,000 円 890,000 円
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５
０
０
０
万
円
を
一
般

会
計
か
ら
新
た
に
繰
入

議
案
第
59
号

三
芳
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
１
号
）

　
３
５
３
０
万
６
０
０
０
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
49
億
９

８
９
１
万
７
０
０
０
円
と
す
る

も
の
。

問

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

５
０
０
０
万
円
が
今
回
補
正
さ

れ
、
繰
入
金
総
額
は
３
億
５
０

０
０
万
円
と
な
る
。
法
定
繰
り

入
れ
分
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答

約
１
億
円
が
法
定
繰
り
入

れ
と
な
り
、
そ
れ
以
外
が
法
定

外
と
な
る
。

問

こ
の
時
期
に
繰
り
入
れ
と

は
保
険
料
が
足
り
て
な
い
の
で

は
。
前
回
値
上
げ
し
た
が
そ
の

よ
う
な
見
解
か
。

答

例
年
赤
字
補
填
が
２
億
３

億
と
あ
る
。
２
年
前
の
保
険
料

値
上
げ
で
概
算
で
１
億
１
０
０

０
万
円
程
度
見
込
ん
で
い
た

が
、
被
保
険
者
数
の
減
も
あ
り

６
０
０
０
万
円
程
度
と
な
っ

た
。
今
回
の
繰
り
入
れ
で
も
少

し
足
り
な
い
か
も
知
れ
な
い
の

で
、
そ
の
時
は
３
月
に
補
正
と

な
る
。

問

被
保
険
者
の
減
が
あ
れ
ば

支
出
も
減
る
か
と
思
う
が
ど
う

か
。答

医
療
費
も
若
干
の
減
は
あ

る
が
、
ひ
と
り
あ
た
り
の
医
療

費
は
伸
び
て
い
る
。

介
護
職
員
の
処
遇
改
善

議
案
第
60
号

三
芳
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算�
（
第
２
号
）

　
１
０
７
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
26
億
２
２
７
５
万
８

０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

問

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

答

平
成
30
年
度
改
正
さ
れ
る

処
遇
改
善
と
介
護
保
険
の
適
用

除
外
施
設
に
お
け
る
住
所
地
特

例
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必

要
と
な
る
。

問

事
業
者
に
対
す
る
処
遇
改

善
で
は
な
く
、
労
働
者
に
対
す

る
改
善
か
。

答

そ
の
と
お
り
だ
。

議
案
第
61
号

三
芳
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算�

（
第
２
号
）

　
５
９
９
６
万
５
０
０
０
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
８
億
８

２
２
７
万
１
０
０
０
円
と
す
る

も
の
。

議
案
第
62
号

三
芳
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算�

（
第
２
号
）

　
資
本
的
支
出
の
う
ち
、
建
設

改
良
費
と
し
て
、
浄
水
場
中
央

監
視
設
備
更
新
工
事
を
平
成
29

年
度
分
に
１
５
１
２
万
円
追
加

す
る
も
の
。

衆
議
院
解
散

　
総
選
挙
費
用
を
専
決

報
告
第
７
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に

つ
い
て
（
平
成
29
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
）

�

（
第
５
号
）

　
９
月
28
日
衆
議
院
が
解
散
さ

れ
、
10
月
10
日
公
示
、
22
日
投

票
と
決
ま
っ
た
こ
と
で
そ
の
選

挙
に
か
か
る
費
用
を
専
決
処
分

し
た
も
の
。

　
主
な
歳
入

県
支
出
金　
選
挙
費
委
託
金

�

１
３
９
３
万
６
０
０
０
円

　
主
な
歳
出

衆
議
院
議
員
選
挙
費

�

１
５
１
１
万
２
０
０
０
円

※
歳
入
と
歳
出
の
差
額
分
の

１
１
７
万
５
０
０
０
円
は
町
の

財
政
調
整
基
金
よ
り
繰
り
入
れ

専
決
処
分
と
は

　
本
来
議
会
の
議
決
が
必
要

だ
が
議
会
を
開
く
時
間
が
な

か
っ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
議

決
で
決
め
ら
れ
た
事
項
を
町

長
が
自
由
に
処
分
で
き
る
こ

と

マ
レ
ー
シ
ア
で
里
神
楽

議
案
第
50
号

一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
６
号
）

　
７
３
９
万
５
０
０
０
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
１
２
５
億
８

１
２
万
２
０
０
０
円
と
す
る
も

の
。

　
以
前
よ
り
中
学
生
の
海
外
派

遣
事
業
も
あ
り
交
流
の
あ
る
マ

レ
ー
シ
ア
ペ
タ
リ
ン
ジ
ャ
ヤ
市

で
11
月
に
国
際
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
で
三
芳
町
も
招
待

さ
れ
、
国
際
親
善
交
流
活
動
と

し
て
参
加
す
る
も
の
。

竹
間
沢
里
神
楽
の
皆
さ
ん
他
職

員
１
名
分
の
旅
費
等

�

50
万
２
０
０
０
円

補
正
予
算

第
６
回
臨
時
会

同意しました
　任期満了に伴う委員の選任について議会に同
意を求められたので、適任と認め同意しました。

三芳町固定資産評価審査委員会委員
� 金 谷 富 江 氏（再任）
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審議結果と議員ごとの賛否内訳

■平成 29 年第 5 回定例会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

発 　 議
第 4 号 三芳町議会会議規則の一部を改正する規則 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第52号 三芳町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○○議
長○×××○○○○○

議 　 案
第53号

三芳町こども医療費の支給に関する条例の一部を改正する
条例

原案
可決 ○○○○○議

長○○○○○○○○○

議 　 案
第54号

三芳町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決 ○○○○○議

長○○○○○○○○○

議 　 案
第55号 三芳町道路線の認定について 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第56号

富士見市の公の施設を三芳町の住民の利用に供することに
関する協議について（下水道分）

原案
可決 ○○○○○議

長○○○○○○○○○

議 　 案
第57号

富士見市の公の施設を三芳町の住民の利用に供することに
関する協議について（水道分）

原案
可決 ○○○○○議

長○○○○○○○○○

同 　 意
第 7 号 三芳町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第58号

平成 29 年度三芳町一般会計補正予算（第 7 号）
※動議第 2 号で修正された部分以外の賛否

修正
可決 ○○○○○議

長○○○○○○○○○

動 　 議
第 2 号

議案第 58 号平成 29 年度三芳町一般会計補正予算（第 7 号）
に対する修正動議 可決 ××○×○議

長○○○○×××○○

議 　 案
第59号 平成29年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第60号 平成 29 年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第61号 平成 29 年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第62号 平成 29 年度三芳町水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

○賛成　×反対

■平成 29 年第６回臨時会　審議結果 

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

報 告
第 7 号

専決処分事項の報告について（平成 29 年度三芳町一般会
計補正予算（第 5 号）） 報告のみ

議 案
第50号 平成 29 年度三芳町一般会計補正予算（第 6 号） 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

○賛成　×反対

日　程 人数
１２月　１日　議案審議 0
１２月　４日　一般質問 16
１２月　５日　一般質問 8
１２月　７日　一般質問 12
１２月　８日　一般質問 11
１２月１２日　議案審議 1

合　　計 48

平成２９年
第７回定例会の

傍聴者数
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傍聴席から／議会活動日誌

議 会 活 動 日 誌
　　　　総務常任委員会
１５日　第１２回政策検討会議
１９日　議会運営委員会
２０日　入間東部地区衛生組合議会運営委員会
　　　　第３回政策サポーター会議
２１日　議会広報広聴常任委員会
２５日　入間東部地区衛生組合議会定例会

1 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　９日　全員協議会
　　　　議会運営委員会
１１日　議会広報広聴常任委員会
１２日　議会運営委員会
　　　　平成３０年三芳町議会第１回臨時会
１５日　第１３回政策検討会議
１６日　全員協議会
１７日～１８日　厚生文教常任委員会所管事務調査
１９日　総務常任委員会
２２日　厚生文教常任委員会
２３日　議会運営委員会
　　　　宮城県名取市議会視察来庁
２４日　第４回政策サポーター会議
２５日　総務常任委員会
２９日　議会広報広聴常任委員会
３１日　岩手県盛岡市議会まちの活性化対策
　　　　特別委員会視察来庁

11 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　２日　茨城県常総市議会議会だより編集委員会
　　　　視察来庁
　７日　議会運営委員会
　　　　厚生文教常任委員会
　８日　総務常任委員会
　９日　北海道七飯町議会民生文教常任委員会
　　　　視察来庁
　　　　総務常任委員会所管事務調査
１０日　議会広報広聴常任委員会
１３日　第１０回政策検討会議
１５日　全員協議会
　　　　石川県穴水町議会議会運営委員会視察来庁
１６日　平成２９年度議会広報研修会
２０日　宮城県大和町議会議会運営委員会視察来庁
２４日　議会運営委員会
　　　　総務常任委員会
２７日　議会広報広聴常任委員会
２９日　第２回政策サポーター会議

12 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日～１２日　平成２９年三芳町議会第７回定例会
　１日　第１１回政策検討会議
　６日　議会広報広聴常任委員会
　８日　全員協議会
　　　　厚生文教常任委員会
１１日　議会運営委員会

傍聴席から
●
議
会
に
つ
い
て

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

質
問
が
身
近
か
な
も
の
と
感

じ
ら
れ
る
。
答
え
が
そ
れ
に
充

分
対
応
し
て
い
な
い
。（
で
も
い

い
感
じ
の
質
問
と
答
弁
だ
と
も

感
じ
ら
れ
る
。
三
芳
か
ら
浜
松

へ
、
そ
し
て
川
越
へ
と
変
り
ま

し
た
が
、
川
越
は
浜
松
と
同
様

議
会
は
閉
鎖
的
で
す
。
通
告
書

が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
）

�

（
川
越
市
Ｓ
・
Ｆ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
住
所
表
示
の
問
題
で
質
問
し
ま

す
。
何
年
も
前
よ
り
要
望
し
て
い

る
の
で
す
が
、
議
会
、
町
役
場
と

し
て
ど
う
い
う
考
え
で
お
ら
れ
る

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
他
市
（
富

士
見
市
な
ど
）
に
聞
い
て
み
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

�

（
藤
久
保
Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

町
の
財
産
譲
渡
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

�

（
み
よ
し
台
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

答
弁
者
の
答
弁
を
聞
い
て
い

る
と
、
把
握
し
て
い
な
い
、
難

し
い
、
検
討
し
た
い
な
ど
の
あ

い
ま
い
な
答
え
が
多
い
と
感
じ

ま
す
。
住
民
か
ら
す
る
と
ほ
ん

と
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
疑

わ
し
い
で
す
。
担
当
課
は
後
日

質
問
内
容
に
つ
い
て
住
民
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
な
ら
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
、
ど
の

よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
答

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い

で
す
。�

（
北
永
井
Ｎ
さ
ん
）

●
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
見
た
こ
と
は
何
度
も
あ
る
が
見

て
い
て
も
わ
か
り
ず
ら
い
。
流
れ

で
傍
聴
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い

と
思
う
。
議
会
を
み
た
た
め
、
も

う
少
し
つ
っ
こ
ん
で
書
い
て
欲
し

い
。�

（
藤
久
保
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
部

を
紹
介
し
ま
し
た
。

12 月定例会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。
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14 人が町政を問う

国
道
２
５
４
号
と
幹
線
16

号
線
交
差
点
へ
の
信
号
機

設
置
要
望
に
つ
い
て

問

国
道
２
５
４
号
へ
の
信
号

機
設
置
要
望
の
状
況
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
東
入
間

警
察
署
及
び
県
警
本
部
に
要
望

済
み
で
、現
在
協
議
中
で
あ
る
。

問

幹
線
16
号
線
の
道
路
拡
幅

用
地
交
渉
の
状
況
は
。

答

道
路
交
通
課
長　
平
成
29

年
度
当
初
、
土
地
鑑
定
評
価
と

物
件
補
償
の
算
定
を
行
い
、
地

権
者
に
補
償
額
を
提
示
し
、
検

討
を
依
頼
し
て
い
る
。

問

路
線
バ
ス
再
編
に
つ
い

て
、
交
通
審
議
会
と
地
域
公
共

交
通
会
議
の
合
意
が
得
ら
れ
た

の
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
交
通
審

議
会
か
ら
は
、
再
編
に
つ
い
て

の
答
申
を
い
た
だ
き
、
地
域
公

共
交
通
会
議
で
も
、
建
設
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
会

議
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問

三
芳
中
学
校
体
育
小
屋
火

災
の
原
因
は
判
明
し
た
の
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
原
因
に

つ
い
て
は
不
明
。
現
場
検
証
の

結
果
、
発
火
物
等
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

問

焼
失
し
た
テ
ン
ト
の
補
充

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
２
張
を
購
入
し
た
。
平
成
30

年
度
学
校
備
品
と
し
て
、
１
張

を
予
算
要
求
す
る
予
定
で
あ

る
。問

焼
失
し
た
用
具
等
の
損
失

額
は
、
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
焼
失
し

た
用
具
等
を
、
現
在
価
格
で
購

入
す
る
と
し
た
ら
、
概
算
で

２
２
０
万
円
程
度
か
と
思
わ
れ

る
。問

火
災
と
な
っ
た
跡
に
小
さ

な
物
置
が
設
置
さ
れ
た
が
、
大

き
さ
は
十
分
な
の
か
。

答

教
育
総
務
課
長　
平
成
28

年
に
設
置
し
た
、
交
差
点
側
の

建
物
を
活
用
す
る
事
で
足
り

る
。問

今
回
の
火
災
を
教
訓
に
し

て
、
敷
地
内
に
あ
る
建
築
物
は

全
て
保
険
加
入
を
す
る
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

教
育
総
務
課
長　
平
成
30

年
度
予
算
要
求
に
計
上
し
た

い
。

学校敷地内にある建築物は全て保険加入を
幹線 16 号線道路拡幅事業の早期完成を

内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
り
危

険
。
今
後
の
利
活
用
等
の
考
え

は
。答

財
務
課
副
課
長　
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
民
間
事
業
者

と
対
話
型
市
場
調
査
を
実
施
し

検
討
中
。
平
成
29
年
度
中
に
町

の
方
針
を
決
定
し
た
い
。

が
ん
検
診
の
充
実
を

問

集
団
検
診
で
実
施
の
乳
が

ん
検
診
に
、
住
民
が
可
能
な
時

間
に
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

個
別
検
診
導
入
は
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
受

診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
重
要
。
２
市
及
び
医
師
会

と
協
議
を
進
め
る
。

問

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
合
わ

せ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
導
入
は
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
現

在
導
入
は
考
え
て
い
な
い
が
、

２
市
１
町
に
て
協
議
す
る
。

問

地
方
自
治
法
改
正
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

内
部
統
制
の
制
度
化
が
規
定
さ

れ
た
が
、
本
町
の
取
組
み
は
。

答

総
務
課
長　
改
正
法
で
は

努
力
義
務
規
定
で
あ
る
が
、
今

後
全
市
町
村
へ
の
義
務
化
を
見

据
え
、研
究
し
準
備
を
進
め
る
。

問

専
門
の
外
部
監
査
人
に
よ

る
外
部
監
査
制
度
導
入
は
。

答

総
務
課
長　
現
段
階
す
ぐ

に
条
例
化
は
考
え
て
い
な
い

が
、
導
入
に
向
け
た
研
究
を
す

る
。

災
害
の
備
え
万
全
に

問

平
成
29
年
度
の
新
規
事
業

と
し
て
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
が
公
表
さ
れ
て
い
た
が
、

予
算
化
し
な
い
理
由
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
運
用
に

つ
い
て
各
課
横
断
的
に
検
討
が

必
要
な
課
題
が
あ
り
、
体
制
が

整
わ
ず
予
算
化
を
見
送
っ
た
。

問

今
後
の
対
応
は
。

答

自
治
安
心
課
長　
平
成
29

年
度
の
町
長
施
政
方
針
に
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
速
や
か
に
導
入

に
向
け
取
組
み
を
進
め
て
い

く
。

旧
清
掃
工
場
等
跡
地
は

問

旧
清
掃
工
場
・
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
は
利
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
だ

町政への信頼、内部統制の制度化を！
住民監査請求への対応可能に

細 谷 三 男
ほそ    や    みつ   お

三芳みらい

動 画

動 画
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動 画

問

循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

か
ら
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化

の
取
組
み
は
。

答

環
境
課
長　
住
民
説
明
会

で
ご
み
の
分
別
が
徹
底
さ
れ
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
も
28
％
で
あ
る
。

問

資
源
ご
み
の
不
法
持
ち
去

り
対
策
は
ど
う
か
。

答

環
境
課
長　
職
員
の
巡
回

や
業
者
の
監
視
を
行
っ
て
い

る
。問

不
法
投
棄
の
防
止
対
策

は
。答

環
境
課
長　
広
報
や
HP
で

周
知
し
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
。

問

都
市
鉱
山
の
レ
ア
メ
タ
ル

か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ

ル
を
作
成
す
る
呼
び
か
け
が
あ

る
が
当
町
の
小
型
家
電
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
周
知
は
。

答

環
境
課
長　
皆
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い

る
。更
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会

問

行
政
公
文
書
の
性
別
欄
記

載
の
見
直
し
は
ど
う
か
。

答

総
務
課
長　
２
７
１
件

の
書
類
を
今
後
各
課
で
調
査

し
見
直
し
て
い
き
た
い
。

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
理

解
促
進
と
啓
発
の
た
め
職
員

研
修
や
人
権
教
育
の
取
組
み

は
。

問

企
業
立
地
促
進
指
定
エ
リ

ア
が
設
定
さ
れ
、
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
対
象
者
は
。

答

総
合
調
整
幹　
本
事
業
の

対
象
地
で
あ
る
、
企
業
立
地
促

進
エ
リ
ア
の
う
ち
農
地
を
除
く

地
権
者
を
対
象
に
行
っ
た
。

問

対
象
者
数
及
参
加
者
数

は
。答

総
合
調
整
幹　
対
象
と
な

る
地
権
者
数
２
４
０
名
（
町
内

１
１
９
名
、
町
外
１
２
１
名
）、

参
加
者
は
56
名
。

問

地
権
者
の
意
向
確
認
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。答

総
合
調
整
幹　
６
月
28
日

に
開
催
し
た
説
明
会
で
土
地
利

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
。
10
月
13
日
よ
り
直
接

出
向
き
意
識
調
査
を
実
施
。

問

９
月
14
日
に
日
経
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
が
、相
談
件
数
は
。

答

総
合
調
整
幹　
新
聞
掲
載

後
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
27

件
。

商
工
会
館
に
つ
い
て

問

商
工
会
館
建
設
時
、
町
以

外
に
国
、
県
か
ら
も
商
工
会
館

を
50
年
間
保
持
す
る
こ
と
が
条

件
で
補
助
金
が
出
て
い
る
が
返

還
義
務
等
、発
生
し
な
い
の
か
。

答

財
務
副
課
長　
国
、
県
か

ら
商
工
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い

持続可能な環境整備を
男女共同参画社会推進条例は

三芳町 誘致競争に参戦 備えは万全か
どうなる商工会・商工会館　町の考えは

答

総
務
課
長　
職
員
人
権
教

育
の
中
に
取
り
入
れ
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ェ
ス
タ
等
で
周
知
す
る
。

１
８
９
児
童
虐
待
防
止
は

問

子
供
の
虐
待
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
家
庭
や
学
校
、
医

療
関
係
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
三
芳

町
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
で
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
。

問

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
１
８
９
の
周
知
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
普
段

よ
り
広
報
啓
発
活
動
を
し
て
い

る
。
更
に
周
知
し
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

問

道
路
行
政
で
の
困
り
事
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
対
応
す
る
取
組
み

は
。答

道
路
交
通
課
長　
今
後
情

報
ア
プ
リ
を
検
討
し
て
い
く
。

て
は
町
で
は
把
握
し
て
い
な

い
。問

今
回
、
町
の
計
画
、
方
針

で
耐
震
補
強
が
出
来
な
い
わ
け

だ
が
、
返
還
義
務
等
発
生
し
た

場
合
、
説
明
、
返
還
は
誰
が
す

る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答

財
務
副
課
長　
国
、
県
に

返
還
が
発
生
す
る
の
か
ど
う
か

も
含
め
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問

商
工
会
が
移
転
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
家
賃
負
担
等

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

財
務
副
課
長　
町
が
所
有

す
る
施
設
に
入
る
と
仮
定
し
た

場
合
、
条
例
等
に
従
い
減
免
規

定
等
考
慮
し
負
担
し
て
も
ら

う
。問

今
後
の
協
議
の
中
で
商
工

会
と
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、

移
転
等
に
時
間
が
掛
か
っ
た
場

合
、
補
助
金
に
影
響
が
出
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。

答

財
務
課
長　
補
助
金
に
影

響
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。

動 画

岩 城 桂 子
いわ    き    けい    こ

公明党

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

役場や公民館
に設置された

「小型家電回
収ボックス」

「耐震補強・移転・建替え」
今後が注目される商工会館
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14 人が町政を問う

動 画

興
地
域
の
代
替
地
の
確
保
や
都

市
計
画
法
の
変
更
な
ど
課
題
が

あ
り
、
ま
だ
未
着
手
で
あ
る
。

財
源
の
使
い
方
に
つ
い
て

問

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
寄
附
基
金
の

繰
入
金
は
予
算
書
を
見
る
と
、

各
施
策
の
一
般
財
源
の
補
填
に

使
わ
れ
て
お
り
、
寄
附
者
の
意

向
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

や
第
二
保
育
所
民
営
化
で
浮
く

予
定
の
財
源
を
、
学
校
環
境
の

整
備
な
ど
特
定
さ
れ
た
目
的
に

充
て
て
い
く
考
え
は
な
い
の

か
。答

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
は

寄
附
者
の
意
向
通
り
に
、
第
二

保
育
所
民
営
化
で
削
れ
た
財
源

は
で
き
る
限
り
子
育
て
施
策
に

使
っ
て
い
き
た
い
。
予
算
編
成

で
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た

い
。

問

三
芳
町
は
都
心
か
ら
30
㎞

圏
内
に
あ
り
な
が
ら
、
畑
作
中

心
の
都
市
農
業
が
盛
ん
で
あ

る
。
し
か
し
農
業
を
営
み
続
け

る
上
で
の
維
持
費
と
な
る
固
定

資
産
税
の
負
担
は
、
特
に
市
街

化
区
域
内
の
農
地
で
営
農
す
る

農
家
に
と
っ
て
非
常
に
重
い
。

市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
と
の

固
定
資
産
税
の
差
は
ど
の
程
度

か
。答

税
務
課
長　
平
均
に
な
る

が
、約
１
４
０
倍
の
差
が
あ
る
。

問

土
地
の
利
用
や
転
用
に
制

限
が
つ
く
生
産
緑
地
制
度
で
あ

る
が
、
三
芳
町
が
導
入
し
た
場

合
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
の

固
定
資
産
税
は
ど
う
な
る
か
。

答

税
務
課
長　
市
街
化
調
整

区
域
の
農
地
並
み
に
な
る
。

問

平
成
29
年
6
月
の
改
正
で

生
産
緑
地
法
の
制
限
が
だ
い
ぶ

緩
和
さ
れ
た
。
生
産
緑
地
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

観
光
産
業
課
長　
新
た
に

適
用
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う

が
、
地
権
者
や
農
業
団
体
か
ら

の
相
談
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

問

現
在
施
行
中
の
区
画
整
理

事
業
が
終
わ
っ
た
後
、
他
の
地

区
で
の
区
画
整
理
事
業
も
検
討

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的

に
動
き
始
め
た
地
区
は
あ
る

か
。答

都
市
計
画
課
長　
農
業
振

市街化区域の農地保全と住環境整備の両立を
削減した財源の充当先は本当に必要な事業に

動 画

菊 地 浩 二
きく    ち     こう    じ

三芳みらい

指
導
し
て
い
き
た
い
。

ど
う
な
る
？
バ
ス
路
線
再

編
！

問

平
成
28
年
度
末
で
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
が
廃
止
さ
れ
た
。

交
通
政
策
は
後
退
し
た
感
が
あ

る
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
デ
マ
ン

ド
交
通
の
試
行
に
よ
り
見
え
て

き
た
課
題
を
検
討
し
、
バ
ス
路

線
の
再
編
を
進
め
、
早
期
に
実

現
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。問

進
め
て
い
る
バ
ス
路
線
再

編
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
全
て
の

課
題
を
ク
リ
ア
ー
し
た
の
ち
バ

ス
を
通
し
た
い
が
、
道
路
拡
幅

が
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
の
運
行
は
厳
し
い
状
況
だ
。

問

生
徒
会
費
の
使
途
基
準

は
。答

学
校
教
育
課
長　
基
準
は

設
け
て
は
い
な
い
。

問

生
徒
会
予
備
費
で
黒
板
消

し
ク
リ
ー
ナ
ー
等
を
約
20
万
円

で
購
入
し
て
い
る
が
、
生
徒
会

費
と
し
て
正
し
い
使
い
方
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
学
校
環

境
整
備
で
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
の
購
入
で
、
明
確

に
線
引
き
は
出
来
な
い
。

問

会
計
規
模
が
繰
越
金
80
万

円
を
含
め
１
９
０
万
円
を
越
え

る
生
徒
会
も
あ
る
。
中
学
生
が

扱
う
に
は
大
き
な
金
額
だ
が
、

保
護
者
に
は
生
徒
会
会
計
を
ど

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
保
護
者

に
届
く
よ
う
な
会
計
報
告
を
出

す
べ
き
と
考
え
る
。

問

公
費
負
担
す
る
経
費
と
の

線
引
き
は
出
来
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
個
人
所

有
と
な
る
物
は
私
費
で
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
外
は
公

費
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

問

本
来
公
費
負
担
と
す
べ
き

経
費
が
生
徒
会
費
か
ら
支
出
し

て
い
る
。
改
め
て
生
徒
会
費
の

検
討
が
必
要
で
は
。

答

教
育
長　
い
ろ
い
ろ
な
課

題
が
あ
る
。
各
中
学
校
に
は
使

途
の
精
査
や
徴
収
額
な
ど
必
要

に
応
じ
見
直
し
を
図
る
こ
と
も

生徒会費、正しく使われていますか
新しいバス路線は早期に実現できますか？

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

ふるさと納税パンフ
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一般質問

害
の
防
犯
体
制
・
仕
組
み
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
平
時
か

ら
地
域
防
災
委
員
や
青
パ
ト
地

域
防
犯
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
へ

防
犯
協
力
を
ど
う
し
て
い
く
か

呼
び
か
け
を
考
え
る
。

問

ミ
サ
イ
ル
に
備
え
た
避
難

訓
練
の
開
催
予
定
は
。

答

学
校
教
育
課
長　

Ｊ
ア

ラ
ー
ト
音
声
の
CD
を
学
校
に
配

布
を
し
て
い
る
の
で
、
訓
練
放

送
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
対
応

の
避
難
訓
練
も
実
施
す
る
。

地
域
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
つ
い
て

問

地
域
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
て
各
地
区
の
支
援
計
画

を
し
た
い
が
町
内
在
住
職
員
数

と
、行
政
区
ご
と
の
職
員
数
は
。

答

総
務
課
長　

全
体
で

１
０
９
人
。
竹
間
沢
12
人

問

各
避
難
所
で
の
訓
練
内
容

は
、
誰
が
決
定
す
る
の
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
各
区
の

区
長
、
民
生
委
員
、
消
防
団
、

学
校
長
、
他
の
代
表
で
構
成
さ

れ
、
地
域
防
災
検
討
委
員
会
が

毎
年
1
月
頃
開
催
、
平
成
28
年

度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に

次
回
の
骨
子
を
話
し
合
う
。

問

防
災
無
線
の
音
が
聞
こ
え

づ
ら
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
調

整
は
可
能
か
。

答

自
治
安
心
課
長　
デ
ジ
タ

ル
化
の
整
備
に
合
わ
せ
聞
こ
え

づ
ら
い
箇
所
の
デ
ー
タ
を
可
能

な
範
囲
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。問

今
後
ど
こ
に
課
題
が
あ
り

ど
う
改
善
さ
れ
て
い
く
べ
き

か
。答

自
治
安
心
課
長　
マ
ン
ネ

リ
化
、
継
承
が
難
し
い
等
々
の

課
題
は
あ
る
が
、
事
業
の
基
本

的
な
所
は
定
着
さ
せ
つ
つ
、
参

加
し
や
す
さ
へ
の
工
夫
、
緊
張

感
と
共
に
楽
し
さ
の
工
夫
も
加

え
る
と
良
い
。

問

避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
に
て
実
際
の
宿
泊
体
験
を
し

て
み
て
は
い
か
が
か
。

答

教
育
長　
今
後
町
で
導
入

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
関
係
課
と
連
携
し
て
調
整

し
て
い
く
。

問

当
町
で
は
、
ど
の
様
な
災

地域連携避難訓練について
地域支援コンシェルジュについて

動 画

動 画

小 松 伸 介
  こ    まつ  しん  すけ

公明党

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

う
ど
う
ぶ
つ
基
金
へ
の
参
加

は
。答

環
境
課
長　
当
町
に
は
動

物
愛
護
団
体
が
な
く
、難
し
い
。

問

町
が
主
体
で
殺
処
分
ゼ
ロ

に
向
け
た
取
組
み
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
出
来
な
い

か
。答

環
境
課
長　

研
究
し
た

い
。

特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

問

三
芳
東
中
学
校
か
藤
久
保

中
学
校
へ
設
置
出
来
な
い
か
。

答

学
校
教
育
課
長　
今
後
の

入
室
状
況
や
施
設
状
況
を
見
な

が
ら
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問

通
級
指
導
教
室
の
増
設

は
。答

学
校
教
育
課
長　
県
の
認

可
と
な
る
。
今
後
の
入
室
の
状

況
を
見
な
が
ら
県
へ
要
望
し
た

い
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問

企
業
協
力
に
よ
る
工
場
見

学
や
体
験
等
の
観
光
施
策
は
。

答

観
光
産
業
課
長　
重
要
な

観
光
資
源
の
一

つ
。
企
業
と
の

連
携
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
。

問

犬
猫
に
係
る
苦
情
件
数

は
。答

環
境
課
長　
フ
ン
や
尿
等

に
関
す
る
事
が
３
年
間
で
６

件
。問

他
市
で
行
っ
て
い
る
イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
の
検
討

は
。答

環
境
課
長　
大
変
ユ
ニ
ー

ク
な
取
組
み
。検
討
し
て
い
く
。

問

飼
い
主
の
い
な
い
犬
猫
の

不
妊
対
策
の
実
施
は
。

答

環
境
課
長　
近
隣
の
状
況

を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
く
。

問

県
は
市
町
村
へ
様
々
な
補

助
事
業
を
実
施
し
対
策
を
講
じ

て
い
る
。当
町
も
検
討
し
て
は
。

答

環
境
課
長　
情
報
は
来
て

い
る
が
、
町
と
し
て
取
組
む
事

業
と
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。

問

飼
育
・
管
理
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
。

答

環
境
課
長　
地
域
住
民
が

地
域
の
問
題
と
し
て
考
え
る
機

会
に
も
な
っ
て
い
る
。
先
進
事

例
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た

い
。問

里
親
募
集
制
度
の
創
設

は
。答

環
境
課
長　
県
で
は
動
物

指
導
セ
ン
タ
ー
で
譲
渡
を
実

施
。
当
町
で
行
っ
て
い
る
事
業

を
通
し
て
町
民
へ
啓
発
を
行
い

た
い
。

問

無
料
不
妊
手
術
事
業
を
行

人と動物が仲良く共生出来るまちづくりを
動物殺処分ゼロに向けた取組みについて
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14 人が町政を問う

な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。身
体
的
衰
え
や
認
知
症
等
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て

ご
み
出
し
の
負
担
は
大
き
い
。

超
高
齢
化
進
行
に
伴
い
、
ご
み

出
し
困
難
な
世
帯
は
広
が
る
。

地
域
の
支
え
合
い
だ
け
で
は
済

ま
な
く
な
っ
て
き
て
い
な
い

か
。答

福
祉
課
長　
今
後
、
高
齢

化
が
進
行
し
、
高
齢
者
ご
み
出

し
は
切
実
な
課
題
で
あ
る
。
地

域
の
支
え
あ
い
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
一
体
と
な
っ
て
、
既
存
の

フ
ォ
ー
マ
ル
と
新
た
な
政
策
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
今
後
進

め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
。

問

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
会

食
会
や
福
祉
新
聞
作
成
配
達
に

よ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

見
守
り
、サ
ロ
ン
の
推
進
な
ど
、

社
会
福
祉
協
議
会
中
心
の
活
動

や
民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
活

動
事
業
等
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
を
把
握
し
て
い
る

状
況
だ
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
だ
け
を
対
象
に
し
た

生
活
実
態
調
査
は
、
町
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

福
祉
課
長　
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
世
帯
だ
け
に
特
化
し

た
生
活
実
態
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
様
々
な
方
か
ら
情
報

を
も
ら
い
、
心
配
の
あ
る
方
に

は
方
策
を
と
り
支
援
し
て
い

る
。問

高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活

動
事
業
等
行
っ
て
い
る
民
生
委

員
へ
の
情
報
提
供
は
。

答

福
祉
課
長　
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
が
、福
祉
課
よ
り
年
に
１
度
、

65
歳
以
上
の
方
の
名
簿
を
配

り
、
民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
活

動
に
よ
り
、
生
活
実
態
を
把
握

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
の
ご
み
出
し
の
支
援

問

高
齢
者
の
ご
み
出
し
を
巡

る
課
題
の
本
質
は
、
ご
み
出
し

が
困
難
で
あ
り
な
が
ら
、
必
要

超高齢化社会へ向けた抜本的改革を
行政サービスの今後は

動 画

今
後
の
意
欲
付
け
に
な
る
と
考

え
る
。

問

子
供
た
ち
の
考
え
方
を
町

へ
提
言
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
子
ど
も

議
会
や
中
学
生
が
町
の
財
政
を

学
ぶ
場
等
を
通
じ
て
町
に
対
す

る
意
見
や
要
望
を
発
表
す
る
機

会
を
設
け
た
。
今
後
も
提
言
す

る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
な
る
学
校
づ
く
り
は
。

答

教
育
長　
子
供
た
ち
の
郷

土
愛
醸
成
の
た
め
に
は
地
域
の

人
と
関
わ
り
、
地
域
か
ら
愛
さ

れ
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
実
感

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

子
供
た
ち
の
郷
土
愛
を
育

む
取
組
み
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
地
域
の

資
源
を
活
用
し
、
社
会
科
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に

体
験
活
動
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
に
よ
る
三
芳
の
伝
統
や

文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

問

郷
土
芸
能
を
体
験
し
、
学

ぶ
取
組
み
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
学
校
、

地
域
、
教
育
委
員
会
が
協
力
し

お
囃
子
や
車
人
形
等
の
体
験
や

発
表
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。

問

子
供
た
ち
の
具
体
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
生
涯
学

習
課
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た

学
校
ご
と
で
も
行
っ
て
い
る
。

問

子
供
た
ち
が
町
内
の
イ
ベ

ン
ト
や
催
し
に
参
画
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
町
内
の

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
に
参

加
し
て
い
る
。
企
画
の
段
階
か

ら
参
画
す
る
た
め
に
は
イ
ベ
ン

ト
等
を
実
施
し
て
い
る
方
と
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

問

学
校
外
で
の
活
動
を
記
録

す
る
手
帳
を
配
布
し
て
は
。

答

学
校
教
育
課
長　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
奉
仕
活
動

の
記
録
を
残
す
こ
と
に
よ
っ
て

子供たちの郷土愛を育むために
学校、家庭、地域が一体となった取組みは

動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

安 澤　 豊
あん   ざわ         ゆたか

三芳みらい
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一般質問

三芳町の人口政策について
進捗状況及び今後は

答

政
策
推
進
室
長　
健
全
な

財
政
を
保
つ
こ
と
は
重
要
だ

が
、
魅
力
有
る
町
づ
く
り
は
行

政
の
責
任
と
考
え
る
。
町
の
特

性
を
生
か
し
、
付
加
価
値
を
加

え
て
町
の
魅
力
を
創
出
し
た

い
。

学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問

町
の
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

率
は
20
％
代
に
留
ま
る
が
志
木

市
は
90
％
を
越
え
て
い
る
。
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
で
行
う
と
の
話
が

あ
る
が
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
建
物
の
延
命
策
が
主
な

目
的
で
ト
イ
レ
洋
式
化
は
学
校

環
境
の
改
善
で
、
早
急
に
改
修

計
画
を
立
案
す
べ
き
で
は
。

答

教
育
長　
喫
緊
の
課
題
と

考
え
、
平
成
30
年
度
設
計
か
ら

着
手
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問

各
自
治
体
は
将
来
の
人
口

減
少
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
第
５
次
総
合
計
画
で
は
平

成
35
年
の
人
口
推
計
を
３
万
６

５
１
３
人
、目
標
を
３
万
８
５

４
０
人
と
設
定
し
て
い
る
。
人

口
維
持
の
政
策
と
し
て
区
画
整

理
を
掲
げ
て
い
る
が
、
平
成
29

年
度
で
大
体
終
了
す
る
。
平
成

35
年
の
目
標
は
達
成
可
能
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
平
成
29

年
は
区
画
整
理
等
の
前
倒
し
に

よ
り
人
口
は
約
３
０
０
人
増
加

し
て
い
る
。
今
後
平
成
35
年
ま

で
に
推
計
値
よ
り
１
７
０
０
人

増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

問

第
５
次
総
合
計
画
で
は
人

口
対
策
と
し
て
土
地
区
画
整
理

に
よ
る
優
良
住
宅
地
の
造
成
が

具
体
的
な
政
策
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
他
に
有
効
な
政

策
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
町
の
特

性
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
子
育

て
環
境
の
整
備
な
ど
、
町
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

問

他
市
町
村
か
ら
の
転
入
を

促
し
た
い
年
齢
層
は
あ
る
か
。

答

政
策
推
進
室
長　
20
代
か

ら
40
代
を
中
心
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
転
入
を
図
る
と
し
て
い

る
。問

財
政
状
況
が
悪
い
結
果
、

町
の
未
来
を
展
望
で
き
る
よ
う

な
政
策
に
乏
し
い
の
で
は
。

動 画

動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

中央公民館

山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい

どう進む 第二保育所民営化
豊かな地域づくりのため公民館で活動しよう

財
政
が
厳
し
い
の
で
無
償
譲
渡

で
法
人
に
建
て
替
え
て
も
ら
っ

て
保
育
事
業
を
続
け
て
も
ら
う

と
い
う
の
が
一
般
的
。
民
営
化

の
大
き
な
理
由
は
財
政
が
厳
し

い
と
い
う
事
だ
っ
た
の
に
な
ぜ

耐
用
年
数
も
充
分
に
あ
る
町
の

財
産
を
無
償
譲
渡
と
し
て
い
く

の
か
長
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。

答

町
長　
多
く
の
保
育
士
の

退
職
が
あ
り
償
還
が
残
っ
て
い

る
が
町
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
い
民
営
化
を
決
め
た
。

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
役

立
つ
公
民
館
に

問

平
成
30
年
度
か
ら
の
使
用

料
免
除
の
考
え
方
は
。

答

公
民
館
長　
今
後
は
利
用

団
体
に
減
免
制
度
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
支
援
し
な
が
ら

丁
寧
に
行
っ
て
い
く
。

問

町
立
第
二
保
育
所
の
民
営

化
に
当
た
り
９
月
に
立
ち
上

が
っ
た
移
管
先
法
人
選
定
委
員

会
で
の
審
議
状
況
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課
長　
保
育

所
運
営
に
、
申
し
出
の
あ
っ
た

４
法
人
を
対
象
に
11
月
23
日
に

公
開
プ
レ
ゼ
ン
を
行
な
い
、
そ

の
後
、
委
員
で
法
人
の
運
営
す

る
保
育
所
の
視
察
に
行
き
12
月

16
日
の
委
員
会
で
決
定
し
た

い
。問

プ
レ
ゼ
ン
を
見
に
来
た
保

護
者
は
少
な
か
っ
た
が
ア
ン

ケ
ー
ト
以
外
に
当
日
の
ビ
デ
オ

な
ど
見
て
も
ら
う
機
会
を
設
け

意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。答

こ
ど
も
支
援
課
長　
委
員

の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

問

町
立
第
二
保
育
所
の
土
地

建
物
に
つ
い
て
重
要
政
策
会
議

で
建
物
は
無
償
譲
渡
と
決
ま
っ

た
。
平
成
30
年
度
末
の
償
還
残

高
は
１
億
５
８
９
４
万
円
、
毎

年
度
償
還
額
は
１
７
３
２
万

円
。

　
重
要
政
策
会
議
の
中
で
は
閉

園
し
創
出
さ
れ
る
財
源
２
年
分

で
元
が
取
れ
る
と
協
議
し
て
い

る
が
平
成
25
年
に
改
築
し
、
わ

ず
か
２
年
で
民
営
化
の
話
し
が

で
て
お
り
２
億
３
０
０
０
万
円

を
か
け
た
建
物
は
今
回
無
償
譲

渡
と
な
っ
た
。他
自
治
体
で
は
、
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14 人が町政を問う

が
、
減
少
さ
せ
て
い
く
。

町
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

問

ラ
イ
フ
バ
ス
の
路
線
再
編

で
、
藤
久
保
地
域
か
ら
は
歓
迎

の
声
が
あ
る
一
方
、
ふ
じ
み
野

駅
に
行
く
路
線
が
無
く
な
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答

政
策
推
進
室
長　
鶴
瀬
駅

に
行
く
路
線
が
あ
る
の
で
駅
に

行
く
手
段
は
確
保
さ
れ
て
い

る
。問

高
齢
者
福
祉
バ
ス
利
用
券

の
復
活
や
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助

券
支
給
な
ど
の
早
急
な
具
体
策

が
必
要
な
の
で
は
。

答

政
策
推
進
室
長　

タ
ク

シ
ー
利
用
の
補
助
は
他
自
治
体

の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

自
治
体
の
内
部
統
制
に
つ
い
て

問

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
で
は
ど
の
よ
う
な
協
議
が
行

わ
れ
た
か
。

答

住
民
課
長　
運
営
協
議
会

に
対
し
、
税
率
の
見
直
し
が
町

長
よ
り
諮
問
さ
れ
３
回
協
議
し

た
。
概
ね
改
正
案
に
賛
成
の
意

見
で
あ
っ
た
。

問

税
率
改
定
を
決
定
し
た
理

由
は
。

答

住
民
課
長　
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
が
必
要
な
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。
平

成
30
年
度
の
都
道
府
県
化
に
伴

い
、
県
の
試
算
額
を
納
付
す
る

に
は
、
現
行
の
税
率
で
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
減
少
は

見
込
め
な
い
の
で
改
定
し
た
。

問

県
へ
の
納
付
額
の
提
示
が

行
わ
れ
る
前
に
税
率
改
定
し
た

理
由
は
。

答

住
民
課
長　
12
月
議
会
で

可
決
せ
ね
ば
平
成
30
年
度
の
予

算
編
成
に
間
に
合
わ
な
い
。

問

先
日
、
町
長
は
「
一
気
に

上
げ
な
い
。
県
の
動
向
を
見
な

が
ら
」
と
言
っ
た
が
。

答

町
長　
一
気
に
上
げ
る
こ

と
は
考
え
て
な
い
。

問

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
今
後
も
行
っ
て
い
く
べ
き

で
は
。

答

住
民
課
長　
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
継
続
す
る

国民健康保険税の値上げについて
町民の足の確保を

動 画

使
う
。
そ
の
後
、
民
間
会
社
に

渡
す
。
民
間
会
社
が
赤
字
経
営

に
な
る
と
、
そ
の
つ
け
は
町
と

な
る
。結
局
住
民
負
担
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
は
町
が
行
う

こ
と
で
は
な
い
。
一
部
の
住
民

や
執
行
部
・
議
会
だ
け
で
決
め

な
い
で
、
多
く
の
住
民
の
意
見

を
聴
く
べ
き
で
は
。

答

総
合
調
整
幹　
町
民
の
多

く
か
ら
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

問

土
地
購
入
や
建
物
建
設
な

ど
へ
の
国
・
町
の
支
出
額
は
。

答

総
合
調
整
幹　
調
査
結
果

が
３
月
に
出
る
の
で
、
そ
の
時

に
分
か
る
。

問

調
査
結
果
を
議
会
や
住
民

に
提
示
す
べ
き
で
は
。

答

総
合
調
整
幹　
開
示
で
き

な
い
ペ
ー
ジ
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
精
査
の
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

問

税
金
投
入
の
大
き
い
ス

マ
ー
ト
IC
フ
ル
化
・
車
種
拡
大

は
や
め
て
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
や
高
齢
者
の
地
域
福
祉
バ

ス
券
の
復
活
な
ど
社
会
保
障
の

充
実
こ
そ
す
べ
き
で
は
。

答

町
長　
議
員
の
言
う
こ
と

は
分
か
る
。
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル

化
は
交
通
安
全
対
策
を
整
え

る
。
福
祉
施
策
も
考
慮
す
る
。

（
仮
称
）
三
芳
バ
ザ
ー
ル
賑

わ
い
公
園
構
想
問
題

問

住
民
と
の
懇
談
会
は
。

答

総
合
調
整
幹　
11
月
21
日

に
11
名
で
行
っ
た
。

問

こ
の
事
業
に
対
し
て
の
反

対
意
見
は
。

答

総
合
調
整
幹　
全
国
の
道

の
駅
で
は
赤
字
運
営
に
な
っ
て

い
る
の
で
良
く
な
い
と
の
こ

と
。問

平
成
29
年
度
当
初
予
算
で

「
官
民
連
携
基
盤
整
備
推
進
調

査
費
」
が
１
３
８
０
万
円
計
上

さ
れ
た
。
応
募
者
は
何
社
か
。

答

総
合
調
整
幹　
３
社
。

問

応
募
の
際
に
３
社
は
提
案

書
を
提
出
し
て
い
る
と
思
う
の

で
議
会
へ
の
提
出
を
求
め
て
お

く
。
契
約
金
額
は
ど
の
位
か
。

答

総
合
調
整
幹　
１
３
７
９

万
２
６
０
０
円
。

問

国
と
町
が
土
地
を
購
入
し

て
、
建
物
の
建
設
費
も
税
金
を

スマート IC 大型車導入への税金投入は問題
（仮称）三芳バザール賑わい公園構想は問題

本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党

動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

三芳スマートIC 
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総務常任委員会 報告

【所管事務調査報告】
　総務常任委員会では、10 月 26 日から 27
日にかけて、道の駅及びデマンド交通、11月
9日には「竹間沢こぶしの里」を、それぞれ所
管事務調査を実施いたしました。

○�調査目的　（仮称）三芳バザール賑わい公園構想に係る
民間活力の導入や集客力の向上に関する調査。

「道の駅あいづ　湯川・会津坂下」
　計画から開業まで 8年間を要しました。利
用者は地元住民が多く、地域住民 7割近くに
対して、観光客は 3割ほどとのことでした。
併設の農家レストランは、地場産のお米や野菜
を使用して直売所と連携をしていました。集客
を高めるため、旅行代理店への営業や各種イベ
ントを数多く実施していました。

「道の駅　ららん藤岡」
　平成8年に、藤岡PA地域拠点整備事業整備
計画書の策定により、人・物・情報の交流拠点
整備が進められた。立地状況は、関越自動車道、
上信越自動車道、北関東自動車道の結節点とい
う、極めて好立地の状況でした。開業当初は、
認知度の低さから赤字経営でしたが、その後、
地元店、都内及び近郊の有名店などがテナント
になったことにより、黒字経営に転換し、現在の
テナント状況は、空きが無いような状況でした。

○�調査目的　デマンドタクシー廃止に伴う交通空白地の
問題や高齢者免許証自主返納を促すための持続可能な
公共交通システムに関する調査。

デマンド交通「たんたん号」
　平成 17年の総合計画に、地域密着の移動手

段構想を目標に掲げ、計画から 5年後の平成
21年にデマンド交通「たんたん号」を実現さ
れました。年間の委託費は、2820万、運行時
間は午前 7時から午後 6時まで、利用料金は
1回につき 100 円、年中無休でドア to ドア、
小学生から利用が可能でした。

○調査目的　要望書の提出に伴う現地調査
「竹間沢こぶしの里整備進捗状況」
　自然を生かした公園で、夏にはほたるが飛び
交う夏の風物詩の場所です。この光景は、ボラ
ンテイア組織「竹間沢ほたる育成会」の日頃の
努力によるものです。現地は、急傾斜地で湧き
水が多く発生していることから、木質の遊歩道
や手すりに一部腐食があり、また、池や水路の
ヘドロの状況も確認されました。安心して見学
のできる状況を維持するために、これらの箇所
を早期に修繕することが必要なことから、総務
常任委員会として、議長を通じ町長へ要望書の
提出をしました。

総務常任委員会報 告
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政策サポーター会議 報告／アドバイザーから一言

第 2 回政策サポーター会議・第 3 回政策サポーター会議が開催されました。
活発な意見交換の上、課題が抽出されました。

　11月 29日に第 2回政策サポーター会議、そして 12月 20日に第 3回政策サポーター会
議が開催され、「地域の特長を活かした観光資源の整備」について具体的な議論がはじまりま
した。両日とも 2グループに分かれワークショップ形式で、三芳町の観光の強み、弱みを挙げ、
そこから見えてくる課題を抽出しました。淑徳大学の堀木先生からの助言をいただきながら、
両グループともサポーターの方から多くの意見が出されていました。その中から、課題として
下記の 4点に絞り込まれました。

　①観光拠点の整備
　②観光推進のための人づくり
　③情報発信の拠点整備
　④住みよいまちづくり

　次回以降は、これらの課題を解
決するための手法を議論し、具体
的な提言につなげていきます。

第2回・第3回
政策サポーター会議報 告

アドバイザーから一言（全2回）
　2017 年 10 月、政策サポーター会議で三
芳町の観光のあり方についての議論がスター
トしました。なぜ、観光地でもないわが町で？
と疑問に思われる方もいらっしゃるでしょう
か。確かに「観光」というと、自然や歴史な
ど著名な見所を有していたり、あるいは温泉
に恵まれていたりという地域のものであり、
観光客のためのサービス向上、あるいは観光
客を迎え入れる観光産業振興のための施策と
いうイメージかもしれません。
　しかし近年の「観光」の取り組みはこのよ
うな目的のためだけに実施されるものではあ
りません。「地域の目標・目的としての観光振
興」ではなく「魅力的な地域づくりの手段と
しての観光」とでもいえば良いでしょうか。「住
んでよし、訪れてよし。」という表現もあるよ

うに、まず住民にとって魅力的な地域づくり
を推進し、その結果、観光客にとっても訪れ
たくなるような魅力ある地域が実現される、
という考え方です。
　ふだんの生活の中で忘れてしまいがちな足
下の魅力を見つめ直し、地域が抱えている課
題の解決に結びつけるアイディアを検討する
という政策サポー
ター会議での議論
のプロセスが住民
の皆さんがわが町・
三芳町についてあ
らためて考えを深
めるきっかけとな
ることを期待して
います。 政策サポーター会議アドバイザー

堀木　美告氏（淑徳大学観光経営学科准教授）

その１
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視察研修来訪／表紙写真のご紹介

　議員が市町村の抱える課題について先進的な取組みを行っている自治体を訪問し、視察、
研究を行い、自らの市町村の政策に役立てること、他市町村職員・議員と交流し現状を知
ることなどが視察研修の目的です。

　三芳町議会は、平成 22年に議会基本条例を公布、施行して以来「開かれた議会」「わ
かりやすい議会」を目指し議会改革に取り組んでおり、これらの内容を評価していただき、
他議会から視察先に選んでいただいております。視察研究に訪れる議会への説明等は、視
察内容を所管する委員会の委員が議長、事務局と共に対応しています。
　例）視察内容　「議会基本条例について」→　対応する委員会　議会運営委員会の委員

三芳町議会に
全国から視察研修来訪

＊平成 29 年度視察来訪された議会を紹介します＊

福岡県志免町議会 石川県穴水町議会 宮城県大和町議会

表紙写真のご紹介
　11月 26日に開催された福祉まつりで撮影しました。
　福祉活動を行うボランティアグループや市民活動団体、福祉施設の皆さんが協力
して、藤久保小学校の校庭・体育館、みらい広場、藤久保公民館、保健センターを
使用し開催されています。テントの出店や、様々なアトラクション、趣向を凝らし
た企画など、お子さんから大人まで多くの町民の皆さんが楽しんで行かれました。

日　程 来訪議会名 視察内容
平成29年 7月24日 埼玉県嵐山町議会 議会広報広聴常任委員会の所管事務等
　　　　　7月25日 長野県箕輪町議会 議場解放を含めた利活用及び情報共有
　　　　　8月  7日 福岡県志免町議会 議会改革の取組みについて
　　　　 10月13 日 茨城県城里町議会 議会改革について
　　　　 10月16日 群馬県吉岡町議会 議会改革の具体的な取り組み
　　　　 11月  2 日 茨城県常総市議会 議会だよりの発行　広報誌の見せ方
　　　　 11月15日 石川県穴水町議会 議会改革等
　　　　 11月20日 宮城県大和町議会 夜間・休日議会　議会報告会
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子ども議会 インタビュー 成人式 インタビュー 

子ども議会

Ｑ．１　子ども議会に参加した感想は？
Ａ．�違う環境で緊張しましたが、楽しく、貴重な体験をさせて

いただきました。今後に活かしていきたい。

Ｑ．2　議員に将来なりたいですか？
Ａ．�将来の夢がありますが、議員になってみたいです。

Ｑ．3　将来三芳町に望むこと
Ａ．�希望はいい町になって、将来も家族にやさしい町になってほしい。
Ａ．�自然を大事にしてほしい。
Ａ．�大人と子供の交流がもっとできる町になってほしい。

Ｑ．4　三芳町のどこを案内しますか？
Ａ．�三芳の野菜や食べ物のおいしさを紹介したい。
Ａ．三芳のホタルを見せてあげたい。
Ａ．川越芋や新鮮野菜を紹介したい。

　12月 17日（日）第 4回三芳町子ども議会が開催されました。
　町内 8校の小中学校代表 16名による一般質問や意見発表がありました。三芳町の良い
ところ、更にこうしたら良いのではとの意見等三芳町を良くする建設的な意見が多くあり
ました。各学校を代表して三芳町の良いところを更に PRし、伝統継承など三芳町の未来
づくりに力を発揮してほしいです。
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成人式 インタビュー 

祝成人！ 二十歳の門出

皆さんのこれからの活躍をお祈りします。

　平成 30 年 1 月 8 日成人式が開催され、新成人 365 人（当日出席 255 人）の
皆様が新成人として晴れの日を迎えられました。約 4 ヶ月の間、当日の準備や設
営に奮闘していただいた成人式実行委員会の皆様本当にお疲れ様でした。ここで
はその新成人から 3 名の方のインタビューを紹介いたします。

①�「活気がある」と思います。人良し住み良し未来良しと聞きますが、
まさにその通りだと思いました。
②�多くの人と関わり、多様性を感じながら、自分の生き方や在り方を確
立していきたいです。
③�様々な思想や表現が多数によって排斥されず、共存できる場所であっ
て欲しいです。
④�両親や先生方を始め、多くの皆様の叱咤激励があって今の自分がいま
す。本当にありがとうございます。

①�友達と遊んだいろいろな場所、学校の行事で見学に行ったところやお
世話になった人々。小さい頃を思い出すと楽しいことばかりでした。
②�社会の中で自ら出来ることを模索し、自ら行動を起こし、その行動一
つ一つに一層の責任を持っていきたいです。
③�復興問題や平和な日々が脅かされるといった不安が少しでも解消され
ていけばと思います。
④�感謝してもしきれません。これからも三芳町の行事に携わっていきた
いと思います。

①小学校、中学校生活を通じてたくさんの人と出会えたことです。
②�周囲に頼るだけでなく、より主体性をもって行動していきたいと思い
ます。
③�たくさんの人と出会える、またいろいろなことに挑戦しやすい環境を
形成していただきたいです。
④�大変お世話になりました。ご迷惑もたくさんおかけしましたが、これ
からもよろしくお願いします。

佐
藤 

樹�

実
行
委
員
長

清
水 

恵
美�

実
行
委
員

中
川 

将
和�

実
行
委
員

質問内容
①三芳町の思い出
②成人としての心構えやこれからの理想像
③これからの社会に期待すること
④お世話になった方々へ一言
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12
月
１
日
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
平
成
29
年
第
７
回
定
例
会
も
12

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
も
14

名
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
追
及

す
る
べ
く
質
問
席
に
登
壇
し
ま
し
た
。
ど
の
議

員
か
ら
の
質
問
も
今
後
の
三
芳
町
に
対
す
る
思

い
、
町
民
の
安
心
安
全
に
対
す
る
思
い
を
、
持

ち
時
間
の
１
時
間
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
目

一
杯
訴
え
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

今
定
例
会
も
多
く
の
町
民
の
方
が
傍
聴
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
常
日
頃
、
三
芳
町
議
会
に

関
心
を
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
一
般
質
問
を
傍
聴
に
来
ら
れ
な
い
方
に
朗

報
で
す
。
三
芳
町
議
会
で
は
３
月
定
例
会
よ
り

Y
o
u
T
u
b
e
で
の
録
画
配
信
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
傍
聴
に
行
き
た
い
け
ど
時
間
が

…
と
い
う
方
は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
般
質

問
は
一
部
だ
け
の
掲
載
の
た
め
、
動
画
の
配
信

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
気
持
ち
が
伝

わ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
今
後
も
皆
様
に
よ
り
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
出
来
ま
す
よ
う
委
員
一

同
、
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

編集
後記

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。
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表彰されました

（木）3 月 1 日
開会の予定です

皆様の傍聴を
お待ちしております

三芳町議会 中継ページ
https://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/
gikai/gikai-chukei.html

次の議会定例会は ▶議会の動画を
　配信しています。

https://www.facebook.com/miyoshimachigikai

議員の一般質問等の動画をインターネット動画配
信サイトYouTube上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み込む
か、下記ＵＲＬにアクセスしてください。

ふれあい座談会（議会報告会）を
開催します。

　昨年は 3 会場で延べ 57 名の方に参加いただきました。
　平成 30 年度の予算及び 3 月議会の報告を行い、その後に、ワー
クショップ方式を用いて、参加者からの貴重なご意見・要望等を
伺います。
　住民の皆様のご意見ご要望は、大変貴重であります。是非、議
会広報広聴常任委員会並びに、身近な各議員へ遠慮なく問い合わ
せてください。皆様のご意見、ご要望が未来の三芳町を変える礎
となります。今後とも、議会広報広聴常任委員会では、住民の皆
様の声を聴き、その声を伝える役目を果たすために、活動してい
きます。

平成30年度ふれあい座談会（議会報告会） を
　4月21日（土）午前9：30〜　  藤久保公民館（全議員）
	 午後2：30〜　  中 央 公 民 館（1班）
　4月22日（日）午前9：30〜　  竹間沢公民館（2班）
� の2日間に渡り開催します。

菊地浩二議員が議員１０年以上の功
績により、入間郡町村議会議長会よ
り表彰されました。おめでとうござい
ました。


